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日本財団は、2011年4月１日から公益財団法人になりました。



東日本大震災から1年と2カ月が過ぎました。

　発災直後の街頭募金から始まった今回の活動は、

多くの皆さまからいただいた物心両面のご援助のお

陰で、今までにない大規模な支援を展開することが

できました。そして現在も、われわれの元には沢山

のご支援が途切れることなく寄せられております。

　この報告書では紙面の都合上、ご協力いただいた

みなさまの一部しかご紹介できておりません。しかし、

われわれの活動はみなさま方からのご寄付や物資の

後押しなしでは到底進めることができませんでした。

心より感謝申し上げます。

　今も被災地を訪れると、がれきが片付いたことの

ほかには震災直後から何も進展していないようにさえ

見える地域もあり、愕然とさせられます。ボランティ

アが行き交い、人の往来が多かった地域でも、訪れ

る人が少なくなったような気もします。

　復興において最も大切なのは被災地の自立を促す

ことだと言われます。このため、われわれのような

外部からの援助については、地元の方々が自ら復興

しようとする気持ちを阻害するようなものであっては

なりません。民間財団として、いただいた支援をどこ

に届けるのが良いのか、日々迷いながら進んでいる

のが正直なところです。

　今回、震災発生からの活動を振り返ってみて、皆

さまのお力添えをより効果的に被災者の方々にお届

けできるよう、決意を新たに活動を続けて参ります。

今後ともご協力いただけますよう、心よりお願い申し

上げます。
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編集後記

「今出来ること」という一人ひとりの小さな道が
一緒になって大きな道へ

復興という名の「道」

明日への希望という「道」

一人ひとりの夢に続く「道」

いろいろな道が一つになって大きな未来への「道」へ

みなさんと一緒につくる
「ROADプロジェクト」

どんな困難も乗り越える力─Resilience will Overcome Any Disaster.

*Resilience : 立ち直る力、回復力

福島県いわき市在住の鈴木聡子さんと漣君、祖父の貞次さん 。
「東京里帰りプロジェクト（P46参照）」で生まれた漣君は、もうすぐ1歳の誕生日を迎える。
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C  o  n  t   　 e  n  t  s

2011年4月末、津波により壊滅的な被害を受けた牡鹿半島の漁村で、携帯電話のアンテナ塔
にこいのぼりと一緒に復旧作業の時に発見された大漁旗が掲げられた。大漁旗は持ち主に返し
たいという思いで飾ったのだが、その勇ましくはためく姿は復旧作業をするボランティアたち
を元気づけた。

表紙写真 ： 宮城県石巻市で、リピーターの留学生ボランティアと握手する日本財団の黒澤司
（左）。黒澤は、阪神・淡路大震災から新潟県中越地震、東日本大震災まで数多くの救援活動
に携わってきた。一度退職して宮城県で林業に従事していたが、今回の震災で日本財団災害支
援センターの現地責任者として復帰した。

文中の肩書は、2012年５月１日現在のものです。
写真 ： 川本聖哉　加藤武美　コデラケイ　日本財団など

第2章　NPO・ボランティア団体への緊急活動助成

支援先団体アンケート結果 ────────────────

鼎談　支援金活動のこれまでと未来 ─────────
社会福祉法人中央共同募金会企画広報部長　阿部陽一郎

特定非営利活動法人ジャパン・プラットフォーム事務局長　椎名規之

公益財団法人日本財団東日本大震災復興支援チーム・チームリーダー　青柳 光昌

　

第３章　弔慰金・見舞金の緊急配付

いますぐ被災者に現金を ！ ──────────────

日本財団に届いた声 ────────────────────

第４章　企業からの支援

災害復旧支援車両の寄贈／イノベーティブリーダー基金の創設　

ダイムラーAG ───────────────────

クルマを届けよう！プロジェクト  株式会社 リクルート「カーセンサー」 ─

中古車１０００台寄付プロジェクト  株式会社 ガリバーインターナショナル ─

CIPAフォトエイドプロジェクト　カメラ映像機器工業会 ──────

中長期的な復興を支える企業の貢献　

キリンビール株式会社　ジョンソン・エンド・ジョンソン社会貢献委員会

味の素冷凍食品株式会社　サッポロホールディングス株式会社　

まとめ

鼎談　被災地に必要なのは希望の光 ────────
一般財団法人ダイバーシティ研究所代表理事／復興庁上席政策調査官　田村 太郎

株式会社石巻日日新聞社報道部長　平井 美智子

公益財団法人日本財団会長　笹川 陽平

グラビア　東日本大震災直後に撮影した大きな傷跡と

3カ月後に感じた東北人、そして日本人の底力 ─────────
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AT A GLANCE

寄付金について 支援金と義援金
日本財団のROADプロジェクトは、一般の皆さまや企業・団体からいただいた

寄付金とボートレースの交付金によって活動を展開している。

一般寄付金
（東日本大震災支援基金）

2,377,683,492 円

支援金　
被災地で支援活動を行っている

機関・団体への活動資金

事業指定寄付金

2,588,417,567 円

寄付金収入

4,966,101,059円
￥

￥

被災地で支援活動を行うNPOやボランティアな

どへの活動資金を指す。今回の東日本大震災で

は、ボランティアが現地で移動したり、避難所に

物資を届けたり、がれきの撤去や家屋からの泥出

し、炊き出しなど緊急時の活動から、教育、医療、

福祉分野にわたるまでさまざまな支援活動を行う

ための資金として使われた。

義援金　
被災者救済のために
寄付されるお金

￥

日本赤十字社や（福）中央共同募金会などに寄

せられた義援金は、各県に設置された義援金配

分委員会に送金される。配分委員会で配分基準

が定められた後、市町村を通じ、銀行口座への

振込などの形で被災者の方の手元に届けられ

る。
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緊急支援

ボランティア派遣・
コーディネート

ニーズ調査

海洋分野

スペシャルニーズへの対応

コミュニティー形成

原発事故に関する情報提供
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災害支援センターの設置 自主企画・共同事業
国民みんなが支える支援活動

3月16日、日本財団内における緊急幹部会での議論を具現化させる形で、正式に「東北地方太平洋沖

地震災害支援センター(名称は当時)」が設置された。同センターは大きく4つの機能と役割があった。

1.現場コーディネート

被災地支援へ集まる多くのNPOやボランティアを想

定し、支援する側が効率的に活動できるようにコー

ディネートをする。阪神・淡路大震災以降の経験と

知恵が試される最前線の機能である。

3. 広報

被災地の惨状は多くのメディアが伝えるが、緊急時に

支援活動を行うNPOなどの状況や、彼らが対応する

細やかなニーズはあまり伝えられない。ホームページ

やブログはもちろん、ツイッターやフェイスブックな

どソーシャルメディアも活用して情報発信を続けた。

2. 物資収集と提供

財団には震災翌日から、主に企業から支援物資がど

んどん届いていた。それらの物資を必要な場所へ届

けることを通じて、資金だけではなく、思いのこもっ

た「物」でも支える形を構築することが狙いだ。

4. 資金調達

ファンドレイジングの機能を支援基金設置に合わせ

て一気に集中させた。海外からの寄付も積極的に受

け入れるべく、14カ国の言語で専用サイトを立ち上

げた。街頭募金も日本財団職員をはじめボートレー

ス業界の職員が総出で行った。

「自主企画・共同事業」の
主なフィールド

詳しくは第1章（P12～）

AT A GLANCE

日本財団では各地の自治体やＮＰＯと連携して、さまざまな分野で支援事業を企画・推進している。
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日本財団の特色を生かした震災直後の事業 企業からの支援

弔慰金・見舞金の配付

今回の東日本大震災では、復興支援
活動に積極的に取り組む企業が増え
ている。
日本財団では、ご協力いただける企
業や現地で活動する団体などと協議
を重ね、支援が被災地で効果的に使
われるよう、物資提供や事業のマッ
チングを行ってきた。

震災による死者・行方不明者のご家族に、死者、
行方不明者１人当たり各５万円の弔慰金・見舞金
を、2011年4月４日から現金で緊急配付。2012
年3月末までに91.5％の遺族にお贈りした。

NPO・ボランティア団体への
緊急活動助成

被災地で緊急支援活動を行う団体に、一事業に対
して上限100万円の活動資金を緊急助成。審査を
迅速に行うために提出書類のみとし、2011年4月
より助成を開始。6月末までの公募期間で６５１団
体６９５事業を支援した。

寄付金
支援物資

現地での支援活動

ニーズ ニーズ

ニーズ

情報仲介

支援金 支援物資

日本財団

企業

被災地NPO

詳しくは第３章（P７２～） 詳しくは第２章（P５４～） 詳しくは第4章（P79～）

AT A GLANCE

震災で家族を失われた上、何も持たずに
不安な被災者の方に現金を渡す

多様なＮＰＯ・ボランティア団体が持つ
リソースと志をいち早く被災地に届ける
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石巻市における生活用水給水支援
南三陸町における生活用水給水支援

被災地におけるボランティア活動拠点の
整備及び足湯ボランティア等の派遣

被災者をNPOとつないで支える合同プロジェクト

「大学生ボランティア隊」派遣

国際専門家会議：放射線と健康リスク

臨時災害放送局支援プロジェクト

被災造船関連事業者への再生支援プロジェクト

水産業再生のためのフォークリフト支援事業

被災小型船舶再生支援プロジェクト

海洋関連高校への教習艇等の支援

要介護者に対する避難所巡回診療および在宅診療プロジェクト

在宅診療体制の構築

被災妊産婦の産前産後ケア推進「東京里帰りプロジェクト」

ハタチ基金

被災障がい者のための仮設福祉ハウス
「日本財団ホーム　小国の郷」の設置

恒常的な障がい者施設
「日本財団ホーム　東洋育成園」の設置

聴覚障がい者に対する支援拠点強化

被災地の聴覚障がい者の心のケア・生活支援

被災地聴覚障がい者の情報コミュニケーション遠隔支援

地域伝統芸能復興基金
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